
女
性
だ
け
の
農
業
を
中
心
と
し
た
初
の
書

籍
が
誕
生

農
業
と
食
か
ら
持
続
社
会
に
つ
な
が
る
活
動

を
し
て
い
る
女
性
が
主
人
公
の
実
践
現
場
の
レ

ポ
ー
ト
が
本
と
な
る
。
女
性
が
主
役
と
な
り
、

し
か
も
地
域
経
済
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を
ま

と
め
た
農
業
書
は
、お
そ
ら
く
初
め
て
だ
ろ
う
。

著
者
は
私
、
金
丸
弘
美
で
、
タ
イ
ト
ル
は『
ニ

ッ
ポ
ン
は
お
い
し
い
！

食
と
農
か
ら
未
来
は

変
わ
る
。
地
域
に
豊
か
さ
を
も
た
ら
す
女
性
た

ち
の
活
躍
』（
理
工
図
書
出
版
）
だ
。
予
価
1
9

0
0
円
で
9
月
13
日
発
売
予
定
。

理
工
図
書
出
版
は
1
8
9
9
年
（
明
治
32
）

創
業
で
、
教
科
書
・
理
工
図
書
専
門
。
一
般
書

は
今
回
初
と
の
こ
と
。

実
は
こ
の
本
、
実
質
的
な
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

は
社
会
学
者
で
東
大
名
誉
教
授
の
上
野
千
鶴
子

さ
ん
。
上
野
さ
ん
が
理
事
長
を
務
め
る
、
女
性

た
ち
の
社
会
活
動
を
紹
介
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
「
Ｗ
Ａ

Ｎ
ウ
ー
メ
ン
ズ
ア
ク
シ
ョ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

（h
ttp
s://w

a
n
.o
r.jp
/u
e
n
o

）
の
ウ
ェ
ブ
連

載
「
金
丸
弘
美
の
ニ
ッ
ポ
ン
は
お
い
し
い
！
」

が
出
版
社
の
目
に
と
ま
り
、
刊
行
に
至
っ
た
の

だ
。
タ
イ
ト
ル
の
命
名
も
上
野
さ
ん
だ
。

連
載
の
始
ま
り
は
、
上
野
さ
ん
に
「
こ
れ
は

金
丸
さ
ん
に
し
か
書
け
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
書
く
と

お
返
事
を
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
。

最
初
は
簡
単
に
は
で
き
な
い
と
断
っ
た
が
、
上

野
さ
ん
の
強
い
後
押
し
で
2
0
1
6
年
に
ス
タ

ー
ト
し
た
。
す
べ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
Ｗ
Ａ

Ｎ
参
加
の
優
れ
た
ク
リ
エ
イ
タ
ー
・
編
集
者

の
、こ
ち
ら
も
女
性
陣
の
協
力
で
進
ん
で
き
た
。

番
外
編
を
含
ん
で
32
本
が
掲
載
さ
れ
、
そ
の

う
ち
編
集
者
か
ら
12
人
の
女
性
の
活
動
が
選
抜

・
追
加
補
正
さ
れ
、
6
章
の
構
成
の
本
と
な
っ

た
。
こ
れ
ま
で
の
ウ
ェ
ブ
版
の
記
事
は
サ
イ
ト

で
す
べ
て
自
由
に
見
る
こ
と
が
で
き
る

（h
ttp
s://x

.g
d
/C
ftu
Z

）。

名
古
屋
市
で
生
ま
れ
た
新
規
就
農
者
と
市

民
と
の
朝
市

そ
の
拙
著
の
「
消
費
者
と
の
新
た
な
接
点
を

見
出
し
た
食
と
農
」
の
章
で
登
場
す
る
の
が
、

愛
知
県
名
古
屋
市
「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
朝
市
」
を

運
営
す
る
吉
野
隆
子
さ
ん
。
2
0
0
4
年
に
生

ま
れ
た
屋
根
付
き
の
都
市
型
公
園
「
オ
ア
シ
ス

21
」
に
、
に
ぎ
わ
い
を
作
り
た
い
と
、
市
の
職

員
に
頼
ま
れ
、
無
農
薬
・
無
化
学
肥
料
で
農
業

を
営
む
新
規
就
農
の
農
業
者
を
探
し
、
毎
週
開

催
の
朝
市
の
運
営
を
行
な
っ
て
い
る
。
1
回
あ

た
り
15
軒
か
ら
30
軒
の
農
家
が
出
店
し
、
野
菜

・
米
な
ど
を
直
接
販
売
す
る
。
毎
回
約
1
0
0

0
人
近
く
が
集
ま
る
。
登
録
し
て
い
る
農
家
は

60
軒
あ
ま
り
。
朝
市
か
ら
新
規
就
農
者
が
生
ま

れ
た
り
、
一
般
の
人
が
農
家
へ
行
っ
て
農
業
体

験
を
す
る
交
流
事
業
に
も
発
展
し
た
。

吉
野
さ
ん
は
、
高
校
時
代
、
自
律
神
経
失
調

症
と
診
断
さ
れ
た
。
医
者
か
ら
治
ら
な
い
と
言

わ
れ
た
が
、「
何
と
か
治
す
。
医
者
に
は
頼
ら
な

い
」
と
決
め
た
母
が
有
機
野
菜
を
手
に
入
れ

て
、
玄
米
菜
食
を
始
め
、
1
年
間
続
け
た
ら
治

っ
た
。こ
れ
が
契
機
で
、農
業
に
関
心
を
持
ち
、

有
機
野
菜
の
宅
配
の
会
に
参
加
。
東
京
農
業
大

学
に
2
年
間
、
学
士
入
学
を
し
た
の
を
き
っ
か

け
に
、
有
機
農
業
の
事
務
局
を
引
き
受
け
た
。

活
動
が
名
古
屋
市
の
職
員
の
目
に
と
ま
り
、
朝

市
へ
と
発
展
。
今
で
は
、
都
市
農
村
の
交
流
と

に
ぎ
わ
い
の
場
に
な
っ
て
い
る
。

「
食
と
農
と
体
験
を
離
島
や
農
村
の
観
光
に

繋
ぐ
」
の
章
に
登
場
す
る
の
は
、
兵
庫
県
西
宮

市
の
旅
行
会
社
、
株
式
会
社
Ｔ
ａ
ｂ
ｌ
ｅ

ａ

Ｃ
ｌ
ｏ
ｔ
ｈ

の
岡
田
奈
穂
子
さ
ん
。
彼
女

は
、
近
畿
地
方
を
中
心
に
北
海
道
、
京
都
、
奈

良
、
滋
賀
、
和
歌
山
、
香
川
な
ど
60
軒
の
農
村

の
宿
泊
施
設
を
紹
介
す
る
旅
行
サ
イ
ト
「
ｇ
ｏ

ｃ
ｈ
ｉ
荘
（
ゴ
チ
ソ
ウ
）」
を
作
っ
た
（h

ttp
s:

//g
o
c
h
iso
u
o
y
a
d
o
.c
o
m
/

）。

農
漁
村
の
宿
や
1
棟
貸
し
に
泊
ま
り
、
季
節

の
食
や
景
観
や
体
験
が
楽
し
め
る
。
多
言
語
対

応
で
海
外
か
ら
も
人
を
呼
ん
で
い
る
。
宿
の
紹

介
か
ら
料
理
、
体
験
、
近
所
の
見
ど
こ
ろ
ま
で

丁
寧
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
す
べ
て
現
地
を
訪

ね
、
子
供
連
れ
で
地
元
の
食
が
楽
し
め
る
と
こ

ろ
を
交
渉
し
て
セ
レ
ク
ト
し
て
い
る
。

ス
タ
ッ
フ
の
松
下
裕
美
さ
ん
と
2
人
の
会
社

だ
。
会
社
の
創
立
は
2
0
1
8
年
。
岡
田
さ
ん

は
、
も
と
も
と
は
輸
入
雑
貨
を
扱
う
神
戸
の
通

販
大
手
㈱
フ
ェ
リ
シ
モ
で
商
品
の
企
画
・
調
達

の
仕
事
を
し
て
い
た
。
商
品
の
現
場
と
人
を
知

り
た
い
と
、
海
外
の
現
地
に
仕
事
以
外
に
も
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
で
出
か
け
て
い
た
。
訪
ね
た
国
は

40
ヵ
国
1
6
0
都
市
。
そ
う
し
た
中
で
、
フ
ラ

ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
な
ど
の
欧
州
諸

国
に
は
1
棟
貸
し
の
宿
が
多
く
あ
り
、
国
の
支

援
策
で
農
村
で
泊
ま
り
・
食
べ
・
体
験
で
き
る

仕
組
み
が
充
実
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。

そ
こ
か
ら
現
地
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
ツ
ア
ー

を
依
頼
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
旅
行
会
社
に
転

職
。
し
か
し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
旅
を
つ
く
る
に

は
起
業
す
る
し
か
な
い
と
考
え
る
に
至
っ
た
。

そ
こ
で
、
公
益
財
団
法
人
大
阪
産
業
局
、
近
畿

経
済
産
業
局
関
西
と
企
業
や
銀
行
な
ど
が
関
西

エ
リ
ア
（
2
府
5
県
）
の
女
性
の
起
業
を
支
援

す
る
「
Ｌ
Ｅ
Ｄ
関
西
／
女
性
起
業
家
応
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
に
参
加
。
多
く
の
企
業
の
サ
ポ
ー

ト
を
受
け
て
海
外
の
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
旅
行

会
社
を
設
立
し
た
。
さ
ら
に
、
国
内
で
家
族
が

子
供
連
れ
で
も
気
軽
に
行
け
る
よ
う
な
農
村
の

宿
を
と
い
う
こ
と
で
、「
ｇ
ｏ
ｃ
ｈ
ｉ
荘
」
を
立

ち
上
げ
た
の
で
あ
る
。

「
都
市
農
業
の
新
た
な
挑
戦
」
に
登
場
す
る

の
が
、
東
京
・
日
野
市
で
新
規
就
農
し
、
株
式

会
社
ネ
イ
バ
ー
ズ
フ
ァ
ー
ム
（
お
隣
さ
ん
の
農

VOL．175
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女
性
だ
け
の
農
業
を
中
心
と
し
た
初
の
書

籍
が
誕
生

農
業
と
食
か
ら
持
続
社
会
に
つ
な
が
る
活
動

を
し
て
い
る
女
性
が
主
人
公
の
実
践
現
場
の
レ

ポ
ー
ト
が
本
と
な
る
。
女
性
が
主
役
と
な
り
、

し
か
も
地
域
経
済
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を
ま

と
め
た
農
業
書
は
、お
そ
ら
く
初
め
て
だ
ろ
う
。

著
者
は
私
、
金
丸
弘
美
で
、
タ
イ
ト
ル
は『
ニ

ッ
ポ
ン
は
お
い
し
い
！

食
と
農
か
ら
未
来
は

変
わ
る
。
地
域
に
豊
か
さ
を
も
た
ら
す
女
性
た

ち
の
活
躍
』（
理
工
図
書
出
版
）
だ
。
予
価
1
9

0
0
円
で
9
月
13
日
発
売
予
定
。

理
工
図
書
出
版
は
1
8
9
9
年
（
明
治
32
）

創
業
で
、
教
科
書
・
理
工
図
書
専
門
。
一
般
書

は
今
回
初
と
の
こ
と
。

実
は
こ
の
本
、
実
質
的
な
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

は
社
会
学
者
で
東
大
名
誉
教
授
の
上
野
千
鶴
子

さ
ん
。
上
野
さ
ん
が
理
事
長
を
務
め
る
、
女
性

た
ち
の
社
会
活
動
を
紹
介
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
「
Ｗ
Ａ

Ｎ
ウ
ー
メ
ン
ズ
ア
ク
シ
ョ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

（h
ttp
s://w

a
n
.o
r.jp
/u
e
n
o

）
の
ウ
ェ
ブ
連

載
「
金
丸
弘
美
の
ニ
ッ
ポ
ン
は
お
い
し
い
！
」

が
出
版
社
の
目
に
と
ま
り
、
刊
行
に
至
っ
た
の

だ
。
タ
イ
ト
ル
の
命
名
も
上
野
さ
ん
だ
。

連
載
の
始
ま
り
は
、
上
野
さ
ん
に
「
こ
れ
は

金
丸
さ
ん
に
し
か
書
け
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
書
く
と

お
返
事
を
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
。

最
初
は
簡
単
に
は
で
き
な
い
と
断
っ
た
が
、
上

野
さ
ん
の
強
い
後
押
し
で
2
0
1
6
年
に
ス
タ

ー
ト
し
た
。
す
べ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
Ｗ
Ａ

Ｎ
参
加
の
優
れ
た
ク
リ
エ
イ
タ
ー
・
編
集
者

の
、こ
ち
ら
も
女
性
陣
の
協
力
で
進
ん
で
き
た
。

番
外
編
を
含
ん
で
32
本
が
掲
載
さ
れ
、
そ
の

う
ち
編
集
者
か
ら
12
人
の
女
性
の
活
動
が
選
抜

・
追
加
補
正
さ
れ
、
6
章
の
構
成
の
本
と
な
っ

た
。
こ
れ
ま
で
の
ウ
ェ
ブ
版
の
記
事
は
サ
イ
ト

で
す
べ
て
自
由
に
見
る
こ
と
が
で
き
る

（h
ttp
s://x

.g
d
/C
ftu
Z

）。

名
古
屋
市
で
生
ま
れ
た
新
規
就
農
者
と
市

民
と
の
朝
市

そ
の
拙
著
の
「
消
費
者
と
の
新
た
な
接
点
を

見
出
し
た
食
と
農
」
の
章
で
登
場
す
る
の
が
、

愛
知
県
名
古
屋
市
「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
朝
市
」
を

運
営
す
る
吉
野
隆
子
さ
ん
。
2
0
0
4
年
に
生

ま
れ
た
屋
根
付
き
の
都
市
型
公
園
「
オ
ア
シ
ス

21
」
に
、
に
ぎ
わ
い
を
作
り
た
い
と
、
市
の
職

員
に
頼
ま
れ
、
無
農
薬
・
無
化
学
肥
料
で
農
業

を
営
む
新
規
就
農
の
農
業
者
を
探
し
、
毎
週
開

催
の
朝
市
の
運
営
を
行
な
っ
て
い
る
。
1
回
あ

た
り
15
軒
か
ら
30
軒
の
農
家
が
出
店
し
、
野
菜

・
米
な
ど
を
直
接
販
売
す
る
。
毎
回
約
1
0
0

0
人
近
く
が
集
ま
る
。
登
録
し
て
い
る
農
家
は

60
軒
あ
ま
り
。
朝
市
か
ら
新
規
就
農
者
が
生
ま

れ
た
り
、
一
般
の
人
が
農
家
へ
行
っ
て
農
業
体

験
を
す
る
交
流
事
業
に
も
発
展
し
た
。

吉
野
さ
ん
は
、
高
校
時
代
、
自
律
神
経
失
調

症
と
診
断
さ
れ
た
。
医
者
か
ら
治
ら
な
い
と
言

わ
れ
た
が
、「
何
と
か
治
す
。
医
者
に
は
頼
ら
な

い
」
と
決
め
た
母
が
有
機
野
菜
を
手
に
入
れ

て
、
玄
米
菜
食
を
始
め
、
1
年
間
続
け
た
ら
治

っ
た
。こ
れ
が
契
機
で
、農
業
に
関
心
を
持
ち
、

有
機
野
菜
の
宅
配
の
会
に
参
加
。
東
京
農
業
大

学
に
2
年
間
、
学
士
入
学
を
し
た
の
を
き
っ
か

け
に
、
有
機
農
業
の
事
務
局
を
引
き
受
け
た
。

活
動
が
名
古
屋
市
の
職
員
の
目
に
と
ま
り
、
朝

市
へ
と
発
展
。
今
で
は
、
都
市
農
村
の
交
流
と

に
ぎ
わ
い
の
場
に
な
っ
て
い
る
。

「
食
と
農
と
体
験
を
離
島
や
農
村
の
観
光
に

繋
ぐ
」
の
章
に
登
場
す
る
の
は
、
兵
庫
県
西
宮

市
の
旅
行
会
社
、
株
式
会
社
Ｔ
ａ
ｂ
ｌ
ｅ

ａ

Ｃ
ｌ
ｏ
ｔ
ｈ

の
岡
田
奈
穂
子
さ
ん
。
彼
女

は
、
近
畿
地
方
を
中
心
に
北
海
道
、
京
都
、
奈

良
、
滋
賀
、
和
歌
山
、
香
川
な
ど
60
軒
の
農
村

の
宿
泊
施
設
を
紹
介
す
る
旅
行
サ
イ
ト
「
ｇ
ｏ

ｃ
ｈ
ｉ
荘
（
ゴ
チ
ソ
ウ
）」
を
作
っ
た
（h

ttp
s:

//g
o
c
h
iso
u
o
y
a
d
o
.c
o
m
/

）。

農
漁
村
の
宿
や
1
棟
貸
し
に
泊
ま
り
、
季
節

の
食
や
景
観
や
体
験
が
楽
し
め
る
。
多
言
語
対

応
で
海
外
か
ら
も
人
を
呼
ん
で
い
る
。
宿
の
紹

介
か
ら
料
理
、
体
験
、
近
所
の
見
ど
こ
ろ
ま
で

丁
寧
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
す
べ
て
現
地
を
訪

ね
、
子
供
連
れ
で
地
元
の
食
が
楽
し
め
る
と
こ

ろ
を
交
渉
し
て
セ
レ
ク
ト
し
て
い
る
。

ス
タ
ッ
フ
の
松
下
裕
美
さ
ん
と
2
人
の
会
社

だ
。
会
社
の
創
立
は
2
0
1
8
年
。
岡
田
さ
ん

は
、
も
と
も
と
は
輸
入
雑
貨
を
扱
う
神
戸
の
通

販
大
手
㈱
フ
ェ
リ
シ
モ
で
商
品
の
企
画
・
調
達

の
仕
事
を
し
て
い
た
。
商
品
の
現
場
と
人
を
知

り
た
い
と
、
海
外
の
現
地
に
仕
事
以
外
に
も
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
で
出
か
け
て
い
た
。
訪
ね
た
国
は

40
ヵ
国
1
6
0
都
市
。
そ
う
し
た
中
で
、
フ
ラ

ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
な
ど
の
欧
州
諸

国
に
は
1
棟
貸
し
の
宿
が
多
く
あ
り
、
国
の
支

援
策
で
農
村
で
泊
ま
り
・
食
べ
・
体
験
で
き
る

仕
組
み
が
充
実
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。

そ
こ
か
ら
現
地
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
ツ
ア
ー

を
依
頼
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
旅
行
会
社
に
転

職
。
し
か
し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
旅
を
つ
く
る
に

は
起
業
す
る
し
か
な
い
と
考
え
る
に
至
っ
た
。

そ
こ
で
、
公
益
財
団
法
人
大
阪
産
業
局
、
近
畿

経
済
産
業
局
関
西
と
企
業
や
銀
行
な
ど
が
関
西

エ
リ
ア
（
2
府
5
県
）
の
女
性
の
起
業
を
支
援

す
る
「
Ｌ
Ｅ
Ｄ
関
西
／
女
性
起
業
家
応
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
に
参
加
。
多
く
の
企
業
の
サ
ポ
ー

ト
を
受
け
て
海
外
の
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
旅
行

会
社
を
設
立
し
た
。
さ
ら
に
、
国
内
で
家
族
が

子
供
連
れ
で
も
気
軽
に
行
け
る
よ
う
な
農
村
の

宿
を
と
い
う
こ
と
で
、「
ｇ
ｏ
ｃ
ｈ
ｉ
荘
」
を
立

ち
上
げ
た
の
で
あ
る
。

「
都
市
農
業
の
新
た
な
挑
戦
」
に
登
場
す
る

の
が
、
東
京
・
日
野
市
で
新
規
就
農
し
、
株
式

会
社
ネ
イ
バ
ー
ズ
フ
ァ
ー
ム
（
お
隣
さ
ん
の
農

VOL．175
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園
）
を
立
ち
上
げ
た
梅
村
桂
さ
ん
。
ハ
ウ
ス
栽

培
の
ト
マ
ト
を
メ
ー
ン
に
、
年
間
で
20
〜
30
種

類
の
野
菜
を
育
て
、
販
売
す
る
。
ト
マ
ト
、
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
、
ラ
デ
ィ
シ
ュ
、
小
松
菜
、
水
菜
、

オ
ク
ラ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
ロ
マ
ネ
ス
コ
、
カ

リ
フ
ラ
ワ
ー
、
ア
ス
パ
ラ
、
ナ
ス
、
白
菜
、
枝

豆
、
か
ぼ
ち
ゃ
な
ど
。
市
街
化
区
域
内
の
都
市

農
地
「
生
産
緑
地
」
の
貸
借
に
よ
る
新
規
就
農

者
第
1
号
だ
。

梅
村
さ
ん
は
日
野
市
生
ま
れ
。
父
親
の
仕
事

で
生
ま
れ
て
す
ぐ
に
米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
引

っ
越
し
。
7
歳
か
ら
は
オ
ラ
ン
ダ
の
ア
ム
ス
テ

ル
ダ
ム
郊
外
で
育
つ
。
小
学
校
高
学
年
で
帰
国

し
、
埼
玉
県
所
沢
市
で
暮
ら
し
た
後
、
15
歳
か

ら
父
親
の
故
郷
で
あ
る
日
野
市
に
住
ん
だ
。

2
0
1
4
年
に
東
京
大
学
農
学
部
に
入
り
、

国
際
開
発
農
学
専
修
コ
ー
ス
を
選
択
。
途
上
国

を
中
心
に
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

旅
行
に
参
加
し
、
途
上
国
で
農
業
の
素
晴
ら
し

さ
に
目
覚
め
る
。
そ
こ
で
、
自
分
が
農
業
の
こ

と
を
全
然
知
ら
な
い
こ
と
に
気
づ
き
、
大
学
を

卒
業
後
、
現
場
で
農
業
の
可
能
性
を
知
り
た
い

と
、
千
葉
県
香
取
市
に
あ
る
農
業
法
人
、
株
式

会
社
和
郷
に
入
社
し
た
。

そ
の
後
、
消
費
者
に
近
い
顔
の
見
え
る
農
業

を
と
、
東
京
農
業
会
議
所
の
支
援
を
受
け
、
日

野
市
在
住
の
農
家
と
30
年
に
わ
た
る
農
地
の
貸

借
契
約
を
結
び
、「
生
産
緑
地
」
を
借
り
て
農
業

を
営
む
全
国
初
の
新
規
就
農
者
と
な
っ
た
。
新

規
就
農
の
仲
間
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
り
、

マ
ル
シ
ェ
の
開
催
と
市
民
交
流
、
仲
間
と
の
技

術
の
講
習
・
交
流
、
ス
ー
パ
ー
の
協
働
出
荷
な

ど
も
行
な
っ
て
い
る
。

千
葉
県
い
す
み
市
酪
農
か
ら
ジ
ェ
ラ
ー
ト

工
房
が
生
ま
れ
た

「
海
外
か
ら
の
視
点
と
連
携
を
生
み
出
し
た

新
た
な
挑
戦
」
に
登
場
す
る
の
は
、
千
葉
県
い

す
み
市
「
高
秀
牧
場
」
で
ジ
ェ
ラ
ー
ト
店
と
チ

ー
ズ
工
房
を
運
営
す
る
馬
上
温
香
（
ま
が
み
・

は
る
か
）
さ
ん
。
両
親
と
弟
が
運
営
す
る
酪
農

と
牛
の
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い
と
、
交
流
の
場

を
生
み
出
し
た
。
採
れ
た
て
の
ミ
ル
ク
を
使

い
、近
所
の
農
家
と
連
携
し
、ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、

柿
、
梨
、
イ
チ
ジ
ク
、
ト
マ
ト
な
ど
の
季
節
の

果
実
や
ハ
チ
ミ
ツ
を
練
り
こ
ん
だ
ジ
ェ
ラ
ー
ト

は
、
1
0
0
種
類
以
上
。
店
に
は
テ
ラ
ス
も
あ

り
、
広
々
と
し
た
畑
や
里
山
、
高
秀
牧
場
の
牛

の
様
子
を
見
な
が
ら
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

る
。
ピ
ザ
や
ケ
ー
キ
の
メ
ニ
ュ
ー
も
人
気
だ
。

家
族
連
れ
の
観
光
客
が
多
く
訪
れ
る
。

乳
し
ぼ
り
や
バ
タ
ー
づ
く
り
の
体
験
を
受
け

入
れ
、
学
校
へ
牛
と
と
も
に
訪
ね
、
子
ど
も
た

ち
に
酪
農
の
こ
と
を
紹
介
す
る
「
モ
ー
モ
ー
ス

ク
ー
ル
」（
千
葉
県
酪
農
農
業
協
同
組
合
連
合
会

主
催
）
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
れ
ま
で
の

ミ
ル
ク
を
出
荷
す
る
酪
農
か
ら
、
消
費
者
へ
直

接
、
乳
製
品
を
販
売
し
、
農
村
を
楽
し
ん
で
も

ら
う
場
へ
と
変
革
し
た
。

実
は
馬
上
さ
ん
、
牧
場
で
働
く
つ
も
り
は
な

か
っ
た
。
彼
女
は
幼
少
期
か
ら
生
ま
れ
つ
き
の

動
物
ア
レ
ル
ギ
ー
だ
っ
た
た
め
だ
。
高
校
卒
業

後
は
観
光
経
営
に
興
味
が
あ
っ
て
カ
ナ
ダ
に
留

学
。
現
地
で
働
く
予
定
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

親
が
チ
ー
ズ
工
房
を
作
り
、
手
伝
っ
て
ほ
し
い

と
頼
ま
れ
て
帰
国
。
そ
こ
で
、
消
費
者
に
身
近

に
酪
農
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
牧
場
の
横
に

テ
ラ
ス
付
き
の
カ
フ
ェ
と
ジ
ェ
ラ
ー
ト
工
房
、

酪
農
体
験
な
ど
を
組
み
込
み
、
新
た
な
農
村
交

流
の
場
を
生
み
出
し
た
と
い
う
わ
け
だ
。
今
後

は
、
地
域
の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
と
連
携
し
た
宿
泊

観
光
へ
の
つ
な
が
り
を
構
想
し
て
い
る
。

と
い
う
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
女
性
が
、
発

想
も
豊
か
に
農
業
と
食
を
地
域
づ
く
り
に
つ
な

い
で
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
農
業
の
概
念
を
覆
す

動
き
が
女
性
の
行
動
力
で
生
ま
れ
て
い
る
。
こ

の
背
景
に
は
女
性
農
業
者
の
支
援
や
、
直
売

所
、流
通
の
発
展
な
ど
も
あ
る
が
、な
に
よ
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
よ
そ
で
積
み
、
農
業
へ
新

た
な
視
点
を
持
ち
込
ん
だ
女
性
の
動
き
が
、
大

き
な
力
を
発
揮
し
て
い
る
と
言
え
る
。
こ
れ
ら

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
ノ
ウ
ハ
ウ
が
つ
な
が
り
、

行
政
が
こ
れ
を
支
援
し
て
い
け
ば
、
地
方
は
、

こ
れ
か
ら
豊
か
に
な
っ
て
い
く
に
違
い
な
い
。
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